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難 報

　　　　　　　　　　　太　陽　の　近高炉

　去る1928年の極大期を過ぎて，太陽の黒瓢活動は漸次衰退しつbあるこ

と，花山ブレテンの示す通りである．三澤氏の壺焼によれば，昨1930年八

月に初めて黒黙無の日が現はれ，共の後因れが増してみる．即ち；

　　　　　　　　　　　　　黒黒占皆無の日数

　　　　1930年八月　　　　　　　　　1日　　　　（花山ブレテン第177號）

　　　　　　　九月　　　　　　　⇔　　　　（同　　　　第180號）

　　　　　　　一’1一月　　　　　　　　　　　　　　　 0　　　　　　　　　（　　同　　　　　　　　第182｛1暁）

　　　　　　　＋一月　　　　　　　1　　　　（　同　　　　第185號）

　　　　　　　十二月　　　2　　（同　　第188號）
　　　　　1931年一月　　　　　　　7　　　　（　同　　　　第194號）

次ぎの黒黙極小期は1934年頃の見込みである．

　　　　　　　　　　太陽コロナ中に酸素ガス

　米國カリフォニや大學ホプフィルトJ．J．　Hopfield教授の研究によれば，

酸素ガスのスペクトル爲眞中には，次の如き珍らしき輝線があり，

　　　　　　　　灘｝購

　　　　　　　　X　6374．L，9

　二つの星架線は未だ實験室で得られなかったものである．又，最後の線

は太陽ゴロナの赤色線λ6374．2に近い．多分之れは，コロナ中に酸素ガス

が存在することを示すものだらうと，　　　　コロナ巾には未知原因の輝

線が16個ある．此のうち，6374Aのものは最初に其の原因が謹明されtこも

のである．〔Nature　3000〕

　　　　　　　　　　昨年の南洋の日食観測結果

　昨年十月二十一日，南太軍洋のニワフ1島にて皆既日食にあい，米國か

ら一除の観測者が出かけナこことは本誌第114號第368頁に記しナこ所である
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が，今其の報告を見るに，成績は二三かつて無かつナこ程の好成績で，焦顯

38吋から65駅まである7種のカメラにより，総計72枚の爲眞を得，省ほ其

のほか，アィンスタイン現象の研究資料として約20枚の鳥眞をとり，叉，

強力な凸面グレテングを持つ分光器で18本のフィルム窟眞や，活動爲眞三巻

など，彩しい結果を齎しナこ由．又，此の遠征に二日しナこ學者は，海軍天文

塁のケプラーC．　H・」．　KepPler大尉，ケラ1H．　C　Ke】ler中尉，スワ1

スモア大野のマリオトR．W．　Marriott教授．ヴアジニや大學天文豪長ミチェ

ルS．A．　Mitchell　i教授等であった。

日食以外に太陽コロナ観察

　去る十一月十日佛國アカデミ例會での報告によると，リオiL）Tut氏は

ピグ・ド・ミヂPic　du　Mi（uヲぐ文憂に於いて，海扱高く，察氣がよく澄んで

みるのを利用し，太陽像を金馬スクリ1ン上に受け，其の一端を接眼鏡で

直接に期察し，紅焔やコロナを，日食の時の如くに，見事に見たといふ．

此の席上で，パリ天文豪長エスクランゴン氏や，Hゲランドル氏は口を極

めて此の成功を：賞讃しfこ．

　　　　　　　　　世界最古の日食記筆削見さる

　英國のマン（L．AlcLellan　Malm）氏が去る九月十七日グラスゴ1・ヘラル

ドに寄書した文によると，氏はLangside及びCleuc11で見つけられナニ古い

石の表面に刻みつけられた輪形や，圓弧や，凹部などが，獅子座の鎌形や，

蜴座の星の形に似てみることから，西暦前2983年三月二十八日（但し回れ

はグレゴリ流の暦法で）のスコトランドに見えた日食の記録であるどll張

してみる．此の年の此の日，英國で日食があっナこことは刷目の天文學から

も敷理的に推定が出干るのである．

　又，此れにより，日食の循環週期として，昔しから知れてみる18年のサ

ロス期や，19年のメトン期のみでなく，干れ等よりズ’ツと永い1805年（詳

　　　　　　　　　ぞ
しく言へば659270．4）といふオッペルトOppertの週期のあることが門下的

に明らかにされたと言はれる．〔Nat　3184；3188〕
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　　　　　　　　　　　地球　の　内　部

　地球の内部には鐵やニッケルがあると，可なり以前から言はれてるるもの

だから，世聞では，いろいろ想像をジュ1ルヴ＝ルヌ式のナニくましくする人

もあって，地球の中心には黄金があるなどと信じてみる人もあるが，米國

力iネギ學院のアダムスL．H．　Adams氏が言ふ所によれば，地球の内部

はそんな夢想的なものでない．

　地球は殆んど全膿が，鐡と，マグネシウムと，シリコンと，酸素との四

種類の元素から出來てるるのであって，総計92種の元素の中の，獲り88種

（金や銀やプラチナも含んで）は，地球全艦から言へば極めて薄いL地殼コ

に含まれてみるのみである．地表の，比較的に薄い水成岩暦のすぐ下には，

厚さ15キロばかりの花・崩岩暦があり，共の次ぎには，厚さ3000キロの徹撹

石（peridotite即ち鐡とマグネシウムの硅酸璽）の層・があり，最後に，中心

部の，直径凡そ6500キロの部分は鐡と少量のニッケルから成り立ってるる．

　かうしナこ秘密の層相は皆，地震の研究によって得られナこものである．故

に，人々が恐ろしがる地震も，學問研究のためには甚だ必要なものと言は

なければならない。

　　　　　　　　　　プル1卜（冥王星）の軌i道

　伊國バトブ天文毫のザガ1F・Zagar氏が1．　A・U．回報305及びナ・・リ

ヒテン第：5755號に磯表する所によれば，氏は今1930年十月までの糖ての観

測を材料として，冥王星の楕圓軌道を算出した。氏は既の計算には，総て

の大遊星の掘動を計算に入れるナこめ，全太陽系の重心（但し天王星と海王

星とを除く）を基準にとり，又，天海爾星については特に嚴密な播餌を計

算：しナこ．其の結果は

接角蜀時期

二二進度
近日黙引目

昇交黒占黄経

軌道面傾斜

近日黙通過

　　　　　　　ロ
E　1930年四月1．0（宇宙時）

ノ軍統）　　2740　　3！　　ユ5！！4

11撫ll｛｝脚・

　　　　　　　ロT　　1988年八月28．715

長　牛　飯

高　心傘
李均蓮目角

週期公車專

近B黙距離

重力恒数

39，　．5794：S6

　0．2471｛6

14i！．258462

　　年
　248．8579，

29．7｛556

　0．017212817
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論の軌道要索から計算すると，下の如く，前後16年にわtaる観測が見事

に之れに一致する．

天　　丈　　毫 襯測年加隙酬 黄鰍劃 黄緯誤差
濁，ノ・イデルベルヒ 　　　　　　「P914年1月23日［

1　1 ＿0．ク6 ＿工．ク0

米．ヰルソン山 1919］2　2gi 4 十〇，9 十LO
同　ヤ1キ1ス ユ921　1　26 2 ＿2．8 一〇．7

同　　同 1927　　1　　6 1 ＿o、6 ＿3．5

白，ユ　ク　ル 1927　　1　27 1 ＋3．7 十　工．o

卒国魂各所の

@　同

19303271
@　4241，，　　　　　　1

62

S2

十〇．5

Q04
＿0．1

¥〇．1

同 　　5　　22，，　　　　　1 20 一〇．4 十〇．1

同 。　9121 門 ＿0．9 十〇、4

　米國プリンストン大忌のラッセルH・N・Russell　i教授1こよれば，冥王星と

海王星との會台・は，数年前にあっナこ事であるが，かやうな事は凡そ500年

に一度しか無いことである．叉，此の二つの星が互ひに最小距離（2．5輩位）

に近づくのは今後900年して起るであらうと．

　　　　　　　　　　　最近の小遊星登見成績

　ナハリヒテン誌5759號に，ベルリン天文計籏局十一月七日附を三って，

1929年七月一日から1930年六月三一幽幽まで一ケ年聞の小遊星二見成績が載

せられてある．新獲見は総計194個．但し，共の中には，槻測日数が甚だ

短かくて軌道の算定し得ないものが多い．獲見者や天文i藪別にすれば，

猫逸・・イデル“e？レヒ（Rdnn・uth氏）

同

一國シメイス

同

同

同

同

（Max　　、、「olf氏）

（Neψ11n氏）

（Bellawski」氏）

109個

2．o，

28

　f”

（1’a・ch・menk・氏）3

（Deutsch氏）　　　1

（Skvortzoff氏）　　　　1

南阿ジヨノ・ネスバーグ（van　Gent氏）　7個

　　　　　　　　　（C’∫ackson氏）10

　　　　　　　　　（H．E・、Voσd．氏）1

西國バルセロナ　　　（Comas　Sola氏）3

日本　東京　　　（及川窪川爾氏）　　2

濁逸ベルゲドノレフ　　　　（Baade氏）　　1

西國マドリド　　　　（Gastardi氏）1

米國リク　　（Krieger及1；C）brovnikO晦…）1

回忌は第1117番から第1152番まで與へられナこ．此の中には

　長牛径　1．94694とv・ふ珍らしいもの　第1139　假符號1929XE（及川氏等聾見）

　同5・15910といふトロイ群のもの第1143同19・　30BH（ラィンム｝b氏蛮）
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　省此のほか，同じ此の報告中には，未だ番號の與へられないが楕圓軌道

要素の算出されナこもの31個（1922NCから1930MAまで〉及び，轡形軌道

の算定されたもの10個（1928RYから1930　EMまで）がある．

　　　　　　　　　　獅子座の大流星雨宿る

　去る十一月十七日，太西洋上ボルトリコ附近を航海中の米轟音Annetta號

の二等運傳士ビ1リングG．T．：Bielin9氏の報告によると，其の日の夜皐

0時頃より夜明けまで非常に啓しき流星が東から西へ飛ぶのを見たといふ．

最も多かつナこ時は午前3時40分（米國東部標準時），数は毎分間に12乃至15個

見えナこ由．之れによると，敏年前から待ナこれてゐナこ獅子座の流星雨は見事

に現はれて來ナこわけである．從って今後毎年十一月中旬は特別に注意する

必要がある．

　　　　　　恒星の距離（叉は光差）測量事業の進況

　米國ヴァジニァ大壷天文里長ミチエルi．A．　A’litcllell氏は，シレシンジア

氏と共に恒星視差観測の霊威者であるが，近頃Scientia誌上に現はれナこ氏

の記事によると，今や　精密に覗差の観測された星の藪は約3000｛固に達し

星の三角測量の精確度は，0！003であるといふ．

　　　　　　　　　センタウル座最近星の畑田謬

　吾が太陽系に最も近い恒星がセンタウル座のア星であるといふことは百

年も以前から知れてみる有名な事實であるが，近年，此のア星の近くにあ

るLプロクシマ■（最近距離の意）星の方が更に近い事が知れた．之れは永

く南アフリカのユニオン天文塁長であっtこ1ンネス博士が露見したもので

あるが，此の磯見は學術界に珍らしい一種の直面的な観念から成功したも

のである．去る八月二十四日獲行のLジヨハネスバ1グ・スタ1「といふ新

聞に之れが記されてみる，之れに干ると，1915年の頃，インネス氏は，ひ

ろく恒星界に，普通一般の二重星以上に相互が遠く離れナこ斗星が幾つか見

つかってみる事から考へ，我が太陽系に近いセンタウル座のア星にも此の

種の件星があるのでは無いかと思ひ付いナこ．恰も，此のユニオン天文皇に
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はフランクリン・アダムス氏が1902年と1910年とに撮つナこ南天の爲貫があ

っナこので，更に一枚同様なものを1915年にウド氏に撮って貰ひ，此等三枚

の矯眞板を比較して，こSに始めて，ア星と同様に並行運動をしてみる一

徴星があることを知ったのである．そこで此の一等星の蓮動速度や距離等

を諸所の天文豪で測定して，いよいよ之れがア星の件星であると共に，ア

星よりは幾らか近い星であることも知れて來ナこのである．（Nature　3126）

　　　　　　　　　　　恒星の　自　轄

　恒星の自轄することは，1924年の頃，米國のマクロ1リンMc　Laughlin

等によつて，蝕攣星の研究中に磯見されたが，最近には，ヤ1キ1ス天文

毫のストル1べOtし。　S仁ru▽e氏が星のスペクトルの中に現はれる暗線の幅

の研究から，ドブラ1原理の庶用により，前の甥合よりももっと直接に自

門現象を認めtこ・こ・に概究された星は多く昼星であるが自傳速度の最も

大きいのは一般に高熱の0型，B型，　vr！等の星であって，F，　G，K，　M，等に

は大速度のものは見當らない．スピカ韮，即ちおとめ座のア星は二重星で

あって，首星の自轄速度は短秒200コ口，伴星は50キロであるが，多分之れ

は同一週期で公序してみるらしいから，二星の直穫の比は4封1となる．叉，

大熊座工1（ηUrsae　Majoris）は，　B3型の星であるが，自傳速度は厚秒200

キロである．多分之れは今や危ふく分裂しか・つてみる星だらう，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Ap．　J．　LXXII，　i・．）

　　　　　　　大宇宙室間に於ける島銀河の分布

　米國ヰルソン山天文峯のホブルE．P．　Hubble氏の研究によれば，今日

の最大望遠鏡では三億光年の距離にまで観測が可能であるが，此の範園内

に約三千萬個の島銀河が，一丁の密度で分布してみる．此の島銀河一つづ

つは吾が銀河系と同じく，太陽の如き丁々の集合であって，其の中間は眞

の透明な眞室である．李均して，此の多くの1島銀珂個々は1500000光年ぐ

らゐ相互に離れてみるが，中には若干つつ群を作ってみるのもある．

　上記の三億光年よりも遠方のことは全く不明であるが．ホブル氏の意見
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としては，やはり無限に，

といふ．

どこまでも此等の島銀河は存在するものらしい

大反射鏡は何所へ

　俗に米國でL200吋「と呼ばれてみるロ｛5米の大反射鏡は，二年前から

ボストン近郊のリン市にあるトムソン研究所　Elihn　Thomson　Research

LabOratoryで製作されつ5ある．構造は，直径5米の大石英材の上に液化

石英を吹きつけて，つまり石英の鏡面を作るのであって，甑に此の繰は径

55センチの反射鏡の試作によって試験すみである由．

　此の大反射鏡は，初めヰルソン出に置かれる筈であっナこが，近年ロスア

ンゲレス市の獲展と共に，ヰルソン山の室が甚だしく：不透明となり，將來

盆々望みが無ささうなので，むしろ他所に土地を求むるを好しとし，種々

研究中であるが，最近，フィレンチェ天文墓のアA“iチ教授の土産話によれば，

ロスアンゲレス市とサンデ1ゴ市との中間にあるバvlマPaloma山が選

ばれるらしいと．此の山は海抜6000尺の山である．

　　　　　　　　　　　國立中山大滝天文壷

　支那の廣東に，故孫逸仙記念のナこめのし中山大話「なるものがあり，そこ

に天文研究者があることは，かねて聞いてゐナこが，詳しいことは分らなか

つk．ところが，近頃，突然ながらし傘立中山大冊天文褻爾月刊「なる出版

物の創刊號を同天文毫より寄贈せられナこので，開いて見て，こ・に始めて

其の内容や研究の歌況などが知れナこ．

　此のL爾月刊「は中山大陳天文毫の堂々たる機關雑誌であって，型は四六

倍大であり，全部罵り横

書きの支那時文である．

外國語は，原則としてフ

ランス語を用ゐ，表紙も

：右の如く書いてある．

　開いて見ると，

Observatoire　de　1’　Universite　Sun　Yatsen

　　　　　　Canton　Chine

　　　　　Revue　Bimensuelle

No．　i　Tom．　i　Fevi’ier　i　930

目録についで，天文憂の銅版篇翼一葉と，攣星観測委員



228 雑 報

會成立撮me一一葉とを掲げ，それから暗雲氏の畿刊詞がある・張雲氏がフラ

ンス仕込みの天文肇長であることは昨年頃から吾人も聞いてゐt　fifrである．

　爲眞で見ると，此の天文豪は著たる三階建ての洋館で，屋上には4米直樫

の1「　Hムを持ってるる．本文を讃んで見ると，此の天文嚢の位置の観測近

値はグリニチ束纒 ｰ13罵北緯・30・・’　4・11・瀟灘

研究観測設備としては，

（1）赤　　道　儀　ツアィス製15センチ赤道儀で，自動装置を有し，爾ほ口

　径11センチ温良鮎の爲眞機を持ってるる．

（2）子　午　儀　バムベルビ（？）製6センチ子午儀で，之れに自記測微器

　と，クロノグラフとを有す．

（3）反　射　鏡　佛國Morin會肚製20センチ反射鏡一郭

（4）屈折望遽鏡台國MOrin會『枇製

（5）時　　　　計　佛國Leroy會紙製のもの四個，其のうち一個を標準と

　　し，地下の深さ2米の時計室に納められてみる．

（6）無象諸器械…St皆ドイツ，フランス爾國製である．

　此の天文墓は公式に開かれtのは昨1929年6月29日で，目下，観測は

　　a・氣象襯測　　一日三回　　　　b・攣光星襯測　　委員會組織による

　　c・　太陽黒鮎襯測　　　　　　　　d・　経緯度及び時刻1駅則

そして，又，肚會に時刻報知をしてみるといふ．

　此の雑誌L爾月刊「の本文中には，まつ民國第十九年日暦表があり，それ

から氣象観測例言に次いで，本年一月と二月との廣東に於ける氣象観測結

果を記し，それからし最近天文界清息「の題名の下に，セプアイ型攣光星観

測聯合のこと，超海王星獲見のこと，バイエル・ヰルク爾彗星のこと，來る

十月二十一日南太李洋に於ける日食のこと，ロシヤに於ける天文學勃興の

こと，ベルギー國にて一世界天文皇目録作製のこと，長期攣光星絶封光度に

關するゲラシモヰチ氏の研究概要を載せてみる．それから，L附録コとして

張解発が攣光星の聯合槻弓委員會報告を十数頁にわたって長く掲げてみる・

　縫計49ぺ1ジ・中々立派なものである．


